釋空満寺通信平成二八年十一月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土
　十一月の面接日予定
管長面接日、大阪会場はお休みします。それ以外の会場は通常通り有ります。
▼東京は二日、三日です。
　面接時間・二日・十二時～十七時
　（二日に上京しますので面接の段取りに少々時間を要します。あしからずご了承下さい）
　三日・十一時～十七時予定です。
▼十四日夜八時より龍王祭御水取法会
　参加料　一家五千円　霊水二本付
◎龍王祭御水取法会は、日々の生活に必要不可欠な水に深く感謝の念を捧げる儀式です。何方様も参加出来ます。秋の夜長、月に一度の儀式です。どうぞ参加下さい。管長法話とお接待もあります。お待ちしています。

· あの世の研究・落語編
落語に「へっつい幽霊」という噺があります。粗筋は、左官の半兵衛が道楽者で、チョクチョクバクチ場に行ってはサイコロ賭博をしていました。ある日大勝して大金を手に入れます。その日以来、友達だの知り合いだのが無心に来ます。余りにも頻繁に来るのでうっとうしくなり、いっそのことお金を隠して仕舞おうと考え、自宅のへっつい（カマド）に塗り込んで隠します。
　左官屋だけあって、土製のへっついに塗り込むのはお手のもの、仕事を終えその日の晩飯にとトラフグを買って来て食べます。付いている時とはそんなもの、当たる時にはよく当たる。トラフグの毒に当たって急死します。
▽その後、きれいなままのへっついは道具屋で売りに出されます。ところがそのへっついを買った人が皆、翌朝には買い戻して欲しいと道具屋に持って来ます。どうしてかと事情を聴くと、夜中に、「金返せ！」といって男が枕元に立つというのです。
　そんなことが何人も続き道具屋の評判も「あそこの物は幽霊が付いている」といわれ出し、他の物も売れなくなります。困った道具屋さん、女房と相談で「お金を少し付けて誰かに引取ってもらおう。但し返品は無しで」と決めました。
　そんな相談を板塀越しに聞いていたのが裏の住人で、遊び人の熊さん。これは旨い話だと、さっそくへっついをもらい受けに行きます。隣の勘当中の生薬屋の若旦那の徳さんを誘って、天秤棒で担ぎ運ぶのですが、何せ力仕事などしたことが無い徳さん、寄ろついてへっついの角をぶつけます。その弾みでへっついの角が壊れそこから紙包みが出てきました。
　中身は三百円という大金。そこで熊さん、「どうやらこの大金のせいで幽霊が金返せと出て来るんだな」と合点が行きます。しかしそこは遊び人、若旦那と折半して、徳さんは吉原へ、熊さんはバクチ場へと行きます。しかし翌日、二人ともスッテンテンになって長屋に帰って来ます。
▽悪銭身に付かずだとあきらめ、その日は寝ます。ところが夜中、徳さんの部屋に置いてあったへっついから、「金返せ」の幽霊が出ます。驚いた徳さん、熊さんの所に何とかしてと転がり込みます。一計を案じた熊さん、翌朝徳さんの実家の生薬屋に相談に行きます。
▽そこはやはり親心、勘当中とは言え息子を案じて三百円のお金を出して幽霊から憑りつかれないように願います。熊さんそのお金を持って帰り、徳さんに事情を説明してこの三百円を幽霊に返す事にします。そしてその日の夜幽霊の出るのを待ち構えます。すると、夜半になってへっついの角からボーっと青白い炎が上がり幽霊が登場します。
　そこは度胸の据わった遊び人の熊さん、幽霊の身の上話を一通り聞いてから「よし分かった。ここに三百円あるから返す。しかし、この金を用意するのにも苦労したから、少し分け前を出してくれ」と幽霊と談判。その結果、　三百円を折半することになりました。　　　　
▽しかしこのままでは中途半端な金目だからサイコロで勝負しようじゃないかと提案します。根がバクチ打ちの幽霊の半兵衛、二つ返事で了解します。
　熊さんがサイコロを振って「さあどうぞ、張ってくれ」幽霊の半兵衛「俺や、名前通り、半しか張った事がねえんだよ。半で勝負」熊さん「ではこちらは丁で勝負」　「いくらにする」半兵衛さん「ぼやぼやすると朝になるから、百五十両全部張ります」　「勝負！二六の丁」　「悪いね半兵衛さん、この勝負おいらの勝ちだ。この百五十両は貰うよ」　「熊さん頼むよ、もうひと勝負やってよ」　「冗談じゃねい。もう賭けるものが無いじゃあないか」「いや～大丈夫。あッしも幽霊です。決して足は出しません」これが落ちですが、立川談志流だと、この後に徳さんが熊さんの所を訪ねます。「おう、徳さんじゃあねいかい。もう少し早く来ればおもしれいものが見えたのに。幽霊は帰っちまったよ」
「いや～知ってますよ。見てました。それで～半分ちょうだい」これが落ち。
▼教訓
　この噺は古典落語ですから、中々よく出来ています。人生は実は一寸先は闇で、何が起こるか分かりません。誰でも明日があるものと思っていますが、それは単なる希望であり、想定なのです。半兵衛さんだって、フグの毒に当たって死ぬなんて思ってもいない出来事です。
　それから、半兵衛さんも強欲だったのか、大金をへっついに隠します。これが問題です。娑婆に残したお金が気になって死んでも死に切れない。
　毎晩幽霊となって「金返せ」と出て来る次第です。中途半端な財産を残して死ぬと、この世への未練が残ることになる。ましてや財産を受け取る家族がいない場合だと余計に未練が残る。
▼古来、「地獄の沙汰も金次第」という言葉があって、あの世に行くのにお金が必要と思っている方がいるかも知れませんが、それは違います。あの世ではお金は必要ありません。必要なのはこの世です。
　それから、死んでもこの世に未練がある人は、この世の性格が中々抜けない。バクチ好きの半兵衛さんは死んでもバクチ好き。この世の癖があの世ですぐに改善はされないようです。
　この世で生きている以上、欲を無くす事は無理です。しかし、欲を少なくして行く事は可能です。それが仏道修行です。「小欲知足」という言葉があります。欲を少なく、足ることを知る。これが仏道の目指す生き方なのです。でも、徳さんの「半分ちょうだい」は、小欲ではなく欲ボケですかね。合掌
